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第 71 回日本細菌学会中国・四国支部総会 

総会長  ：四宮 博人 

学会期間 ：2018 年（平成 30 年）10 月 6 日（土），7 日（日） 

学会会場 ：愛媛大学グリーンホール 

（松山市文京町 3 番 愛媛大学城北キャンパス） 

日程表 

月 日 時 間 セッション等 場 所 

10 月 6 日 

（土） 

9:30～9:40 開会挨拶, 事務連絡 

グリーンホール 
9:40～10:45 一般演題 1–6 (A1, A2) 

10:45～11:00 コーヒーブレイク

11:00～12:05 一般演題 7–12 (A3, B1) 

12:05～12:10 事務連絡（評議員会のご案内等） 

12:20～13:20 評議員会 
共通教育講義棟 

（講義室 12） 

13:30～14:10 支部総会 

グリーンホール 

14:20～15:10 ミニシンポジウム (S)

15:10～15:25 コーヒーブレイク

15:25～16:30 一般演題 13–18 (B2, B3) 

16:30～16:45 コーヒーブレイク

16:45～17:45 特別講演 

17:45～ 懇親会場へ移動 

18:00～ 懇親会 校友会館 haco 

10 月 7 日 

（日） 

9:30～10:20 
愛媛微生物学ネットワーク 

セッション (E)

グリーンホール 
10:20～10:35 コーヒーブレイク

10:35～11:55 一般演題 18–25 (C1, C2, C3) 

11:55～12:00 閉会挨拶 
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交通のご案内 

JR 松山駅から 

・ 伊予鉄市内電車をご利用の場合

環状線（古町方面行き）「赤十字病院前」下車，北へ徒歩数分

・ 伊予鉄バスをご利用の場合

東西線「愛媛大学前」下車

松山市駅から 

・伊予鉄道市内電車をご利用の場合

環状線（大街道方面行き）「赤十字病院前」下車，北へ徒歩数分 

松山観光港から 

・ 伊予鉄郊外電車をご利用の場合

松山市駅まで： 松山観光港—高浜駅連絡バス「高浜駅前下車」，「高浜駅」から郊

外電

車（高浜・横河原線）横河原行き「松山市駅」下車 

・ 伊予鉄バスをご利用の場合

JR 松山駅まで： 高浜線「JR 松山駅前」下車

  松山市駅まで： 高浜線「松山市駅」下車 
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会場のご案内

受付 ：共通教育講義棟 講義室 13 

講演会場 ：グリーンホール（一般講演，特別講演，支部総会） 

評議員会 

懇親会

：共通教育講義棟 講義室 12   

：校友会館レストラン haco 

（下の図で） 

①共通教育講義棟

②グリーンホール

③校友会館 haco

④大学会館（生協食堂）

（ご来場者の利用できる駐車スペースがございませんので，お車の乗り入れはご遠慮下さい） 

伊予鉄バス「愛媛大学

前」下車すぐ，または伊

予鉄市内電車「赤十字病

院前」下車後北へ徒歩数

分で大学「正門」に着き

ます。 

支部総会の立て看を正

門に立ててあります。 

6 日は生協食堂とレスト

ラン haco が営業してい

ますので、昼食等にご利

用下さい。7 日は営業し

ていません。
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参加者へのご案内 

【受付・登録】 

1. 受付は、10月6日（土）は午前8時30分、7日（日）は午前9時に開始いたします。

2. 参加費等を現金でお納めください。できるだけおつりのでないよう現金のご用意をお

願い致します。名誉会員の先生方は、参加費等は無料でございます。

参加費（抄録集代を含む） ：一般会員（事前）3,000円 

：一般会員（当日）6,000円 

学生会員（事前）1,000円 

学生会員（当日）2,000円 

懇親会費 ：一般会員 4,000円 学生会員 2,000円 

評議員会ご昼食代 ：1,000円 

抄録集のみ ：1,000円 

3. 呼び出し、連絡等は受付にお申し出下さい。クロークは特に設けませんが、会場に余

裕がありますので、手荷物はお持ちこみ下さい。

【演者の先生へ】 

1. 発表形式は、PCプレゼンテーションです。一般演題、学生優秀発表賞応募演題は講演

時間７分、討論を含めて１演題10分でお願いいたします。その他の演題は指定された

時間でお願いいたします。

2. 会場で使用するパソコンのソフトウェアは、Windows 10（Microsoft PowerPoint 2013）

です。事務局への演題ファイル送付前に動作確認をお願いします。

3. 次演者は、ご自身の発表の1演題前に次演者席にご着席ください。

【座長の先生へ】 

1. ご担当のセッションの1演題前には、次座長席にご着席ください。

2. ご担当のセッション中は、円滑な進行と活発なご討論を促していただきますようお願

い致します。
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座長一覧表（敬称略） 

第1日目 10月6日（土） 

セッション

No.
座長 演題番号 予定時間 

A1 玉井栄治（松山大学） 1～3 9:40～10:10 

A2 田端厚之（徳島大学） 4～6 10:15～10:45 

A3 美間健彦（岡山大学） 7～9 11:00～11:30 

B1 下畑隆明（徳島大学） 10～12 11:35～12:05 

Sympo 菅井基行（国立感染症研究所） S1, S2 14:20～15:10 

B2 小林秀丈（広島国際大学） 13～15 15:25～15:55 

B3 調 恒明（山口県環境保健センター） 16～18 16:00～16:30 

特別 四宮博人（愛媛県立衛生環境研究所） T1 16:45～17:45 

第2日目 10月7日（日） 

セッション

No.
座長 演題番号 予定時間 

NAME 阿野嘉孝（愛媛大学） E1～E4 9:30～10:20 

C1 山田陽一（就実大学） 19～21 10:35～11:05 

C2 田邊知孝（松山大学） 22～23 11:10～11:30 

C3 中山真影（岡山大学） 24～25 11:35～11:55 

（注）セッションNo.欄で、「Sympo」はミニシンポジウム、「特別」は特別講演、「NAME」

は愛媛微生物学ネットワークを示します。 
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第１日目 １０月６日（土） 

9:30～9:40 開会挨拶、事務連絡 

【 愛媛大学 グリーンホール 】 

9:40～10:45  一般演題 1～6（学生優秀発表賞応募演題）（6 演題） 

セッション A1： 9:40～10:10

座長 玉井栄治（松山大学薬学部） 

（9:40~9:50） 

1. Streptococcus intermedius が保有するグリコシダーゼの局在性についての解

析

○出口真理 1，友安俊文 2，高尾亞由子 3，田端厚之 2，前田伸子 3，長宗秀明 2

（1徳島大院・先端技術科学教育・生命テクノサイエンス，2徳島大院・社会産

業理工学・生物資源産業学，3鶴見大・歯・口腔微生物）

『学生優秀発表賞応募演題』 

（9:50~10:00） 

2. Vibrio Vulnificus が産生する OMV の機能解明

○神田結奈 1, 東山 諒 1, 下畑隆明 1, 畑山 翔 1, 木戸純子 1, 天宅あや 1,

福島志帆 1, 石田 快 1, 上番増 喬 1, 馬渡一諭 1, 柏本孝茂 2, 高橋 章 1

（1徳島大院・医歯薬・予防環境栄養学, 2北里大学・獣医・獣医公衆衛生学） 

『学生優秀発表賞応募演題』 

（10:00~10:10） 

3. ウェルシュ菌由来 glyceraldehyde-3-phosphate dehydrogenase (GAPDH)は

オートリシンの catalytic domain に結合する

○藤本佳那子 1, 松永 望 2, 片山誠一 2, 玉井栄治 3, 櫃本泰雄 2

（1岡山理科大院・理・臨床生命科学, 2岡山理科大・理・臨床生命科学科, 3松

山大・薬・感染症学）

『学生優秀発表賞応募演題』 
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セッション A2： 10:15～10:45

座長 田端厚之（徳島大学大学院社会産業理工学研究部） 

（10:15~10:25） 

4. Clostridium perfringens 菌体表層にある Fibronectin (Fn) -binding proteins

(Fbps)の定量

○青野りよ 1,  松永 望 2,  片山誠一 2,  櫃本泰雄 2

（1 岡山理科大学大学院 理学研究科 臨床生命科学専攻,  2 岡山理科大学

理学部臨床生命科学科）

『学生優秀発表賞応募演題』 

（10:25~10:35） 

5. Campylobacter jejuni 感染で誘導されるオートファジーは宿主細胞への菌の

侵入および細胞内生存を促進する

〇福島志帆，下畑隆明，木戸純子，上番増 喬，馬渡一論，髙橋 章

（徳島大学大学院・医歯薬学研究部・予防環境栄養学分野）

『学生優秀発表賞応募演題』 

（10:35~10:45） 

6. The behavior of a clinical isolate of Elizabethkingia anophelis toward a

macrophage-like cell line

○I Putu Bayu Mayura1，Erina Nakai1，Kazuyoshi Gotoh1，Takehiko Mima1, Yumiko

Yamamoto1, Kenji Yokota2, Osamu Matsushita1

（1 Dept of Bacteriol, Grad Sch of Med, Dent and Pharm Sci, Okayama Univ2, Grad

Sch of Health Sci, Okayama Univ）

『学生優秀発表賞応募演題』 

10:45～11:00  休憩（コーヒーブレイク） 
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11:00～11:30  一般演題 7～9（学生優秀発表賞応募演題）（3 演題） 

セッション A3： 11:00～11:30

座長 美間健彦（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科） 

（11:00~11:10） 

7. Oral Colonization of Antimicrobial-Resistant in a Long-Term Care Facility:

Prevalence, Risk Factors, and Molecular Epidemiology

〇LE Nguyen Tra Mi1,2, Shizuo Kayama1,2, Mineka Yoshikawa3, Toshinori Hara1,2,4, Seiya

Kashiyama1,2,4, Junzo Hisatsune1,2, Makoto Onodera1,4, Hiroki Ohge1,5, Kazuhiro Tsuga3,

Motoyuki Sugai1,2,6

（1Project Research Center for Nosocomial Infectious Diseases, Hiroshima University,
2 Department of Bacteriology, Hiroshima University Graduate School of Biomedical

& Health Sciences, 3 Department of Advanced Prosthodontics, Hiroshima University

Graduate School of Biomedical and Health Sciences, 4 Clinical Laboratory, Hiroshima

University Hospital, 5 Department of Infectious Diseases, Hiroshima University

Hospital, 6 Antimicrobial Resistance Research Center, National Institute of Infectious

Diseases (NIID)）

『学生優秀発表賞応募演題』 

（11:10~11:20） 

8. Development of a Single-tube Eicosaplex-PCR for the Effective Detection of

β-Lactamase Genes in Enterobacteriaceae

○Ahmed M. Soliman,1,2 Toshi Shimamoto1, Tadashi Shimamoto1 and Hirofumi

Nariya1

（1 Lab. of Food Microbiology and Hygiene, Grad. Sch. of Biosphere Science,

Hiroshima Univ. 2 Dept. of Microbiology and Immunology, Fac. of Pharmacy,

Kafrelsheikh Univ., Egypt.）

『学生優秀発表賞応募演題』 

（11:20~11:30） 

9. A unique staphylococcal enterotoxin SEY : prevalence and it’s characterization

◯Fatkhanuddin Aziz 1, Junzo Hisatsune 1, Yu Liansheng 1, 5, Kanako Masuda 1,

Yusuke Sato’o 2, Hisaya K. Ono 3, Junko Kajimura 4, Yoichiro Kusunoki 4, and

Motoyuki Sugai 1, 5

(1 Department of Bacteriology, Graduate School of Biomedical and Health Sciences,

Hiroshima University, 2 Division of Bacteriology, Department of Infection and

Immunity, School of Medicine, Jichi Medical University, 3 Laboratory of Zoonoses,
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Kitasato University School of Veterinary Medicine, 4 Department of Molecular 

Biosciences, Radiation Effects Research Foundation, 5 Antimicrobial Resistance 

Research Center, National Institute of Infectious Diseases) 

『学生優秀発表賞応募演題』 

11:35～12:05  一般演題 10～12（3 演題） 

セッション B1： 11:35～12:05

座長 下畑隆明（徳島大学大学院医師薬学研究部） 

（11:35~11:45） 

10.インド コルカタの環境水に生息する病原性 Vibrio cholerae の性状解析

○髙橋栄造 1，水野 環 2，三好伸一 2，岡本敬の介 1

（1 岡山大学 インド感染症共同研究センター,  2 岡山大学大学院 医歯薬学総

合研究科 薬学系）

（11:45~11:55） 

11. Vibrio alginolyticus の sRNA の発現調節機構の解析

○美間健彦 1、Agus Eka Darwinata2、後藤和義 1、山本由弥子 1、横田憲治 3、

松下 治 1

（1 岡山大学 大学院医歯薬学総合研究科 病原細菌学分野, 2 Department of

Clinical Microbiology, Faculty of Medicine, Udayana University, Indonesia,
3 岡山大学 大学院保健学研究科）

（11:55~12:05） 

12.腸炎ビブリオが産生するシデロフォア，vibrioferrin の生合成経路について

◯田邊知孝，山本重雄，舟橋達也

（松山大学 薬学部 衛生化学）
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12:05～12:10  事務連絡（評議員会、昼食のご案内等） 

12:20～13:20 評議員会 

【共通教育講義棟 講義室 12】 

13:30～14:10  支部総会 

【 愛媛大学 グリーンホール 】 

14:20～15:10  ミニシンポジウム「薬剤耐性ワンヘルスアプローチ」 

座長 菅井基行（国立感染症研究所薬剤耐性研究センター） 

S1「食品由来細菌の薬剤耐性モニタリング―特にサルモネラ属菌について」 

四宮博人（愛媛県立衛生県境研究所） 

S2「下水・排水から海にいたる水圏環境での薬剤耐性菌の動態： 海洋細菌の

特性から考える」 

鈴木 聡（愛媛大学沿岸環境科学研究センター生態系解析部門） 

15:10～15:25  休憩（コーヒーブレイク） 



11 

15:25～16:30  一般演題 13～18（6 演題） 

セッション B2： 15:25～15:55

座長 小林秀丈（広島国際大学薬学部） 

（15:25~15:35） 

13. P. gingivalis ジンジパインによる COX-2 発現と PGE2 産生における細胞内

Ca2+の重要性

○中山真彰 1,2，内藤真理子 3，橘 理人 1，中山浩次 3，大原直也 1,2

（1 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科口腔微生物学, 2 岡山大学歯学部先端

領域研究センター（ARCOCS）, 3 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科口腔病原

微生物学）

（15:35~15:45） 

14.黄色ブドウ球菌新規 Toxin-antitoxin システムの機能解析

○加藤文紀 1，山口良弘 2，井上正順 3

（1 広島大学大学院医歯薬保健学研究科, 2 大阪市立大学複合先端研究機構,
3ラトガース大学）

（15:45~15:55） 

15.乳幼児腸内菌叢の機能メタゲノム解析 ―抗菌薬投与の影響―

◯今大路治之 1，高見英人 2, 桑原知巳 1

（1香川大・医・微生物, 2海洋研究開発機構、海底資源開発研究センター）

セッション B3： 16:00～16:30

座長 調 恒明（山口県環境保健センター） 

（16:00~16:10） 

16.Real-time PCR 法による糞便検体からの食中毒菌の検出と培養成績との相関

○川瀬 遵 1，朝倉 宏 2

（1 島根県保健環境科学研究所 保健科学部, 2 国立医薬品食品衛生研究所

食品衛生管理部）
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（16:10~16:20） 

17.愛媛県で分離された結核菌の遺伝子型別について

◯仙波敬子，阿部祐樹, 木村千鶴子, 青野 学, 四宮博人

（愛媛県立衛生環境研究所）

（16:20~16:30） 

18.市販のミシシッピアカミミガメにおける Salmonella の保有

黒木俊郎

（岡山理科大学獣医学部）

16:30～16:45  休憩（コーヒーブレイク １０分） 

16:45～17:45  特別講演 

座長 四宮博人（愛媛県立衛生環境研究所） 

「梅毒および薬剤耐性淋菌感染症の動向」 

大西 真 （国立感染症研究所） 

17:45～ 事務連絡、懇親会会場へ移動 

※懇親会会場へはスタッフが案内させていただきます。

18:00～  懇親会 

【 校友会館レストラン haco 】 
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第２日目 １０月７日（日） 

9:30～10:20  愛媛微生物学ネットワーク セッション 

【 愛媛大学 グリーンホール 】 

座長 阿野嘉孝（愛媛大学大学院農学研究科） 

（9:30~9:42） 

E1. 愛媛県における微生物学ネットワークの形成.   愛媛微生物学研究会：

Network Association of Microbiologists in Ehime（NAME）の活動と案内 

○玉井栄治 1，阿野嘉孝 2，田母神 淳 1，舟橋達也 1，田邊知孝 1, 鈴木 聡 3，

四宮博人 4

（1 松山大学薬学部, 2愛媛大学大学院農学研究科, 3愛媛大学沿岸環境科学研究

センター, 4愛媛県立衛生環境研究所）

（9:42~9:54） 

E2. 海洋環境で薬剤耐性遺伝子を運ぶクロモソーム上の新規伝達因子の解析 

○杉本侑大，鈴木 聡

（愛媛大学 沿岸環境科学研究センター）

（9:56~10:08） 

E3. 酢酸菌のシアン耐性呼吸鎖の機能解析 

○三由 綾香，内藤 朋子，阿野 嘉孝

（愛媛大学 大学院農学研究科 生命機能学専攻）

（10:08~10:20） 

E4. 高度好塩菌における走光性受容体のシグナル伝達 

○松波梨佐、田母神 淳、奈良敏文

（松山大学 大学院薬学研究科 生物物理化学分野）

10:20～10:35  休憩（コーヒーブレイク） 



14 

10:35～11:55  一般演題（7 演題） 

セッション C1： 10:35～11:05

座長 山田陽一（就実大学薬学部） 

（10:35~10:45） 

19.幼児口腔内より検出された多剤耐性レンサ球菌について

〇天羽 崇 1, 村上圭史 1, 田端厚之 2, 長宗秀明 2, 弘田克彦 3, 三宅洋一郎 4,

藤猪英樹 1

（1 徳島大学大学院 医歯薬学研究部 口腔微生物学分野, 2 徳島大学大学院 社

会産業理工学研究部 生体分子機能学分野, 3 高知学園短期大学 医療衛生学科

歯科衛生専攻, 4 徳島文理大学 保健福祉学部 口腔保健学科）

（10:45~10:55） 

20.国内分離の VanD 型 Enterococcus faecium のゲノム解析

○久恒順三 1,2, 黒尾優太 1,2, 谷本弘一 3,4, 富田治芳 3,4, 松井真理 5, 鈴木里

和 5, 柴山圭吾 6, 菅井基行 1,5,7

（1 広島大学 院内感染症プロジェクト研究センター, 2 広島大学大学院医歯薬

保健学研究科 細菌学, 3 群馬大学大学院医学研究科・薬剤耐性菌実験施設, 4

群馬大学大学院医学系研究科・細菌学, 5国立感染症研究所 薬剤耐性研究セン

ター, 6 国立感染症研究所 細菌第二部, 7 広島大学大学院医歯薬保健学研究科

薬剤耐性学）

（10:55~11:05） 

21.愛媛県における Acinetobacter 属菌の分離状況及び A. baumannii 

International CloneⅡに対する低水準消毒薬の効果について

◯阿部祐樹，木村千鶴子，仙波敬子，青野 学, 四宮博人

（愛媛県立衛生環境研究所）
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セッション C2： 11:10～11:30

座長 田邊知孝（松山大学薬学部） 

（11:10~11:20） 

22.Toll 様受容体を介した宿主の免疫反応に対するウエルシュ菌α毒素の影響

○竹原正也, 小林敬子, 永浜政博

（徳島文理大学 薬学部 微生物学教室）

（10:20~10:30） 

23. Aeromonas の接着に影響を与える宿主因子の探索

○清家総史 1，小林秀丈 1，髙橋栄造 2，岡本敬の介 2，山中浩泰 1

（1 広島国際大学 薬学部 分子微生物科学教室, 2 岡山大学 インド感染症共同

研究センター）

セッション C3： 11:35～11:55

座長 中山真影（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科） 

（11:35~11:45） 

24.ヌカカ刺咬後の皮膚障害に関する微生物免疫学的検討（第 2報）

○尾鶴 亮１，山岸潤也２，杉本千尋２，藤井潤１, 松葉隆司１

（１鳥取大学医学部医学科 感染制御学講座・細菌学分野, ２北海道大学人

獣共通感染症リサーチセンター 国際協力・教育部門） 

（11:45~11:55） 

25. Edwardsiella tarda の上皮細胞内侵入・増殖性解析

○末澤千草 1，奥田 潤 1, 2

（1 香川県立保健医療大学 保健医療学部 臨床検査学科, 2 香川県立保健医療

大学 大学院 保健医療学研究科 臨床検査学専攻）

11:55～ 閉会挨拶
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